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1. 本誌 は､物 性 物 理 の研 究 を共 同 で促進 す るため ､.研 究者 が そ
の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあい､ また､研 究 に関 連 した
情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･
刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研 究 会 ･国際 会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研究 に関連 した諸 問題 につ いて の意 見 ､
情報 な どです｡
2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 は行 ない
ませ ん｡ 但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 し く不 適 当 と
認 め た もの につ いて は､改 訂 を求 め ､ または掲 載 を拒 絶 す るこ
とが あ ります｡
3. 本誌 の掲 載論 文 を他 の学術 雑誌 に引 用 す る と きは､著者 の承
諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い に して下 さい｡
投稿規定
1. 雑誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため原稿 は極 力簡 潔 にお書 き下 さ
い｡
2. J京稿 は400字 詰 原稿 用紙 をイ吏用 して下 さい｡
3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規定 に
に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とって下 さ
い○
上 ツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もののみ を才旨定 して下 さ い ｡
英字 の大 ､花文 字 ､ ギ リシャの手旨定 を忘 れ な い よ うに ､ O とa
と 0(ゼ ロ)､u とn と rr､C とe ､1 (ェ ル)と 1(イチ)､x と×
(カケ ル)､u とV 等 が一 番 間違 いや す い0
4. 数 式 は 3行 に わ た って大 き く書 いて下 さい｡
E= 1才子以 内 にお さ ま らない可能 性 の あ る長 い数 式等 は必 ず改行
の際 の切 れ 目 を赤 で手旨走 して下 さい｡
6. 図 の縮 尺 ′､拡 大 は致 しませ んO - 頁以 内 に入 らない図 は原 則
と して著者 に返送 し､書 き改 め て い た だ きます｡
7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さいO
8. ･別刷 が入用 な場 合 は､投稿 の際 に所要 部 数 を10部 単位 で 申込
んで下 さい｡ 別 紙代 は下 記 方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ
き ます ｡
p :物 研 出 来 上 り真 数
Ⅹ :別 刷 所 要 部 数
a :別 刷 - 頁 の代 金･ 1円
b-:製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10門
別 刷 代 - (a p+b)Ⅹ 十送 料
別刷代 金･は別刷 を受 取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ り ます
す か ら､御 注 意 下 さ いb
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2- 専 門 分 野
5. 任 期
4.提 出 書 類
5. 就 任 時 期





履歴薯,論文 Llス ト,簡単 な研究計画
できれば推薦状
昭和 45年 5月～ 10月
昭和 45年 4月 5 0日
栄京都文京区大塚 3の 29の 1
東京教育*学理学鮎物理学教室
宮 島 竜 輿
日東 .他薦を問わず,ふ るって徹応募願います C
昭和 45年 2月 15日
東京教育大学 物理学教室
(21 東京大学物性研究所の助手公募












応募賢格 としては修士諜程修 了またはこれ と同等以
上の研究歴 を持っ人
原則とレて 5年 とする｡
昭和 45年 4月 15日 (土)
-455-
公募 ･プL/プDyト案内
6. 提 出 苦 難
7. 宛 先
8. 注 烹 事 項
9. 選 定 方 法
プ レプ リン ト案内
(弟 推薦の場合
o 推薦書 (健 醇に関す る所見 を含む1
0 履歴書-(略 歴で粒横です1












留で郵送 の こと 一C
東京大学物性研究所教授会で審査決 定いた します ｡





Stability Limits of theMeissner State and theMechanism
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8. 注 烹 事 項
9. 選 定 方 法
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留で郵送 の こと 一C
東京大学物性研究所教授会で審査決 定いた します ｡





Stability Limits of theMeissner State and theMechanism




Possibilities of Applying th亀.Mossbauer Effect in
phy二sicaユ Investigaもions at Superユow TefnPeraliureS_
(K.Hennig)
On もhe Theory of flvdrogen-Bond Ferroelectrics.
(ⅩOnwent H.)
〔東大久保研〕
Itinerant-Electron Theory of Pressure Effects on
Ferromagnetic (N･D.hang and H･Ehrenrei.ch)
Orbi宅al Restriction on the Functional Form of the
Lagranglan (Sh土geji FuH ta)
NegtitiveMagnetoresiSもance in Carbons and 工)iffuse
Scattering at Grystallite Boundary
(shlge.ji Fujita)
Proper-Connected-Diagram 丑ⅩpanSion ofElectrical
CondLlCもivity for Electron-Impurity System
(Shigejl Fujita)
Spin-Spin Correlation Function a七 もhe Transit,iorlPoint
of Iも1nerant Electron Ferromagnet tTakeo lzuyamal
On もhe Electron-P10nOn iLnteracもion in Won-Magnetic
D土1uteAlloy (K土yoshiKawamura and Yoshi王1土ro
Kuroda)
Note on theRondo Effect of the Superconducting Dilute
Alloy (KlyOShl Kawamura)
DissipaもiveProcesses,QLlantum States and Field Theory
(prigogine I.)
Spin Polarization Arou.nd a Lo-calized Magnetic Impurity ー




CollectiveModes ofFerromagnetic Spins (H.Moriand
H .Okamoto)
Effect of LinearJahn-Teller Coupling on Paramagnetic
Resonance in a 2E State (F.S.Ham)
Magne七oelastic Effects and theMagnetic Properties cf
Rare EarthMetals (B.A.Cooper)
The Or)もicalAbsorption of Island Fil血s at Oblique
Incidence (R.H.DoremuS1
0ェlPartialWeakユy Cユusもeri.ヱ1g States with an Application
to the Ising (G-.a.故nch, H.∫.F.Knops and
E.∫.Verbovenl
Sもatistics ofBranching and Hairpin helices for もhe dAT
cop沌ymer (P.a.de Gennes.1
A Soluble model forFibrous Structareswith Sもeric
constraints (P.G.de Gennesl
1
Regines Transitoires dams une Transition Complete Helice
Pelote Sもatistique (P.G-.de G･ennes)
erl七ica1 Opalescence ofMacromolecular Soユutions
(p.a.de G･ennesI
Fluctuaもi/Ons DIorienもation et Diffusion Raylelgh Dams
un Crista.i Nematique (P.G.de O･ennesI
Calcu･lde la Distorsion Dlune structure Cholesterlque
par un Champ Magnetique (P.G.de 0-erユrleSl
-458-
繕 業 後 記
??? ?
?
日東の地方時集昌M氏か ら次の綾 な意見が寄せ られ,編集員-同意 を強 く
しています ｡
(Y)
･'-*i年 12月号轟隼後記で ｢物牲研究｣に対す るY氏の critical な分析
を見かけ ましたが ,研究会轟告とか .璃轟 ノー トなどの点で ｢物性研究｣
は大き く役割 を巣 していると思います ｡例えば,昨年 11月号 (`vo1.9.
Nop2)にの った ｢相転移｣研究会報告 など Progreユssの何糖分 (or
それ以上)の価値があると信 じます C･今後も研究会報告はぺ-汐数 の許す
限 り/詳雛で正擢 なものに して欲 しいと触 っています｡
物 性 研 究
第 9 巻 第 6号
1968年 5月 2ロ日発 行
発行 人 松 田 博 嗣
京 都 市 左 京 区 北 白 川
京 都大 学 基 麗物 理 学 研究 所
印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
京都市上京区上長者町通室町西入
電話 ｢京都)441-1659
発行所 物 性 研 究 刊 行 会
京都市左京区間峰複 成 町 11
有限会社 双 美 社 内
-459-
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繕 業 後 記
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･'-*i年 12月号轟隼後記で ｢物牲研究｣に対す るY氏の critical な分析
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は大き く役割 を巣 していると思います ｡例えば,昨年 11月号 (`vo1.9.
Nop2)にの った ｢相転移｣研究会報告 など Progreユssの何糖分 (or
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物 性 研 究
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発行 人 松 田 博 嗣
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京 都大 学 基 麗物 理 学 研究 所
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電話 ｢京都)441-1659
発行所 物 性 研 究 刊 行 会
京都市左京区間峰複 成 町 11




































2. 送本中止の場合の連絡 :発行途上Eにある volumeの購言売途中
中止は認められませんO購読中止される場合には､ 1ケ月前 く
らいに中止時期を明記 して ｢貝葺読中止届｣を送付 して下さいO
昭和42年 11月14日 欝四種郵便物認可
昭和43年3月20日発行 (毎月1回20日発行)
物 性 研 究 第9巻 第6号







編 集 後 記
森 倍 郎- 387
松田 博嗣- 398
小幡 行雄- 416
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